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現.今

.0
英
國
人
の
重
本
な
る
要
素
；たるァング了ナクソン

.

民族
.

は、元來チュートン人種 

の一分
.

派なれぱ、英國
の

.

文
明
殊
に
其
_

法
制
度
の
根
源
は
之
を
古
代
®
逸
に
遡
て
探
求
せ 

ざ
る
可
- &

ざる
.

や說を待たず。
例へ：ば、英國會は

. 

一ニ六五年：シモン。ド。モントフォル

卜 

の
召
集
せ
し
會
合
に
始
ま
る

^

も、又は
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九
逐
年
の
ユ
ド
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I
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世の所謂
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說

み
.キ

タ

ス

の

觀

ぢ

る

古

代

獨

逸

m

十一

號 

ニ

;:
;

，

會

益

^

,§V,

名
-
0

せ：ち

.る

.れ
ど
も
；是
等
の
.國
會
以
前
に
當

て
、
®
に
ス
ル
マ
ン
時 

ル

^
ン
國
會

』(Grwat 

o
o
c
p
o
^
^

ぁ

b
3t
:
以
前
の
ア
，

グ
.

ロ
。サ
ク
ソ

ン
‘時
代
に
は

『

サ
ク

ソ
ン

國
會
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.H

々
た
，
A

O

.

Sら
に
遡
れ

ば
、
]it

サ
ク
ソ
ン
國
會
は
羅
竟
ア
ン
ダ
紅
，テク 

ソ

%

©族
炉
故
國

@

.
獅
逸
立
&
ダ
タ
テ

ン
島
侵
入

-

w

共
に
輸

X

U汝
：各

制
度
に

外
な
ち
ず

,9 

*

&國
會
の
み
に

11
:
.ま
6
ず
、其
他
の
遨
法
上
の
制
度
及
び
社
會
組
織
亦
、彼
等
が
獨
逸
ょ
ぅ
携 

へ
來
ぅ
て
、其
の
新
ら
し
き
鄕
國
に
適
用
し
、地
位
境
遇
の
變
化
に
順
應
し
て
、之
を

_

1
ィし
之
を 

進
越
せ
し
め
れ
る
も
の
な
り
。

ア
ン
グ
ロ
ょ

サ
ク
ソ
ン
が
獨
逸
に
在

6
し

s 

S如
M
な
る

生
活 

、を
營
み
し
や
を
知
る
、は
、英
國
制
度
の
素
質
を
硏
究
す
る
に
取
て
極
め
て
緊
要
な
る
所
以
な

.,
5
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ノ II 

:
 

,

古
代
，驭

a
人
の
生
活
に
關
す
る
知
識
の
寶
庫
は
、實
に
ケ

ー

ザ
ル
及
び
タ
キ
ッ
ス
の
著
.書
に 

在

6
。
ヶ
ー
ザ
ル
が
其
著
書

De Bello G
a
m
s

に
於
て
說
く
所
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■ Germania

の
：所 

述
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咚
爾
書
年
代

.の

.
_鐵
を
册

»
^
.て.
.此轔
ず
れ
ば
、大

^
に
於
七
此

.
0
;
兩

^
歷
：史

^
の
所
：說 

の
符
合
す
、る
を
見
る
を
得
べ
し
。
唯
だ
ケ

ー

ザ
グ
は
彼
の
時
代
の
獨
逸
入
を
以
て
純
然
た
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寧
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ー

^

翁

收

贫

夸

こ

匕

な

く

十

：處

に

^

住
し
た
る

'
樣

1

齊
か
说
述
，ぶ

.
备
.
に
'
徽
；
1 :
;:れ 

ば
、ヶ

ザ

〕

ル
.
咚

或

樣

羅

填

帝

_

琴
.« '

觸

し

た

る

»

逸

人

の

1
:
部

分

.の

.み

を

»

て
：.、爾
か
：く
判

_

.

.^
没
る
k

K
.非
：る
.か
、

タ
キ
タ
ス

.
の

0
0§

§ぎ
：
は
紀
元
九
ハ
八
.年
.扉
に
出
，で

7:
2
る
i

の
'な
'る
：が
、

.ヶ
I

r

,
の
畴
久

み
約

一
世
«
.半
を

.經

.

し
.な
れ
ば
、肋
間
：1に
於
て
.羅
：馬
.人
.の
«

逸
.人
に
：關
す 

る
、
硏

究

は

大

に

進

步

^

た
る
の
み
な
ら
ず
、ヶ
ー
ザ
ル
の
所
述
の
稍
；

茫

漠V
J

し
て
一
般
的
な 

多
に
别
f
換
"

獨̂
：逸

の

»
會
を
親
レ
く
-目
擊
し
福
#

A
に
，：關
.し
‘
.て
，造
_

深
き
タ
，キ
ッ
ス
の
著 

-

窘
は
.釋

令

小

册

子

な

其

•中
に
.拿
表
れ
.た
.
る
.知
.識

は

悉

く

確

*

な
る
林
料
に
據
ら
ざ
令 

^

.

s'l
>
-.
o

タ
キ

ッ

ヌ
«
•
#殊ハ
0
部
落
に
就
て
特
別
に
記
述

ず

る
.を
避
げ
、全
：體

ビ

し

て

^

1「

A 

^
共
羅
荔
名
.風

^

習
與
並
.
.ぴ
：に
_

度
：を
ば
：極

め

て

簡

單

に

_
要
'を
：說
，述 

當
時
に
於
..け
'

る
灰
明
.國
の
太
歷

*

家
が
、麥
嘩
民
族
の
生

.活
狀
滕
.：を
實
地

«

察
し
、或
.ゅ
肆
度
の
戦
梁
に
一
依
傳
て
：
 

狻
得
せ
；ら
れ
衣
る
，磷
實
な
る
材
料
に
徵
し
て
記

：
.述
し
.た
4
も
©

氛
科
ば
、其
價
値
の
.大
な
る
を 

決
.
b
« :
疑
v
i^
v
Hr
ら
ず
。

乇
ン
ク
ス
キ
ュ

h

の
如
•

は

G

'or
m
a
n
i
a

を
®

し
て
、凡
て

0

事

を

知

れ

\ 

る
人
が
凡
て
の
事
を
膨
約
し

^

る
著
述
な
ぅ
と
稱
揭
せ
る
程
灰
匕
左
れ
ば
余
は
以
下
主
ビ 

; t

H
.タ
キ
ッ

ス
の

G
e

l
a

a

に
據
て
、古
代
獨
逸
人
の
生
活
の
一
般
を
，極
め
て
前
軍
に
說
述
す

笫
S

:

#

、
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し
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說
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タ
キ
.少
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の
觀
た■.る
古
代
獨
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れ
本
古
代
獨
逸

'可
'し
-0
-'
,
- 

-

.

」 

.0 
■

.

今
の
英
、國
人
の
.遺
も
な
る
要
素
た
る

K

ン
ダ
ル
人
、ナ
 

サ
ク
ソ
ン
民
族
と
稱
せ
ら
る

)

及
び
ジ
ユ
ー
ト

A

は
、何
れ 

て
獨
逸
人
と
呼
び
し

一
大
民
族
の
分
派
な

 

>
9 
0 

G
e
r
m
s

 

せ
..る
i

の
な

-b1
む
が

、Shonter in b
a
s
e
,

の
意

^

に
し
て
，以 

'可
'き
.な

b
。
g

、獨
逸
人
な
る
名

.稱
は
此
民
族
の
®
も
な 

限

ら
.る

と

？:
'

>

9
し

.チ

ユ

ト

笫
十一

媿 

四

種

の

名

に
 

派

に

：過

-ぎ 

り

。

)

先

づ

一
 

職
業
.ビ
し 

-
K
V 

.

生

ず

.
る 

,ら

れ

穴

り

し

か

ば

羅

馬

帝
國

と

最

も る て て •も ク

墮 た 般  

獨 落 5 生 

逸 を き 活  
人 防 ° の 

の ぎ 隣 狀  

間 丑 邦 m 
に つ を よ

家 は 侵 う ン

早 部 獨 ふ 羅 ：ソ 

く 分 逸 言 馬 、ノ 

葉 人 人  
は が 後  
多 ゴ 年  

分 I n 
ヶ 合  

ノ ン 人 し  
ト よ て

て

ぷ

名

稱

ば

後

年

m
逸

人

種

全 接 即 人  

體 觸 ち の  

の せ 現 好  
名 し 今 戦  

に m 獅 國  
代 逸 逸 民  
ふ 人 に た

る 人 办 ア

を に 傅 ン  

察 ，起 問 グ  
す 因 し ロ

9

る 種 住  
に の す  

至 一 る

族 街 略 述  
或 年 す ベ  

は 與 る む  

共 士 は 。に’ 

同 を 不 元  

禮 訓 名 來  

n 鍊 ® 獨 

よ し の 逸 

b 其 事 人  
成 倾 ^ は 

る 惰 せ 豪  

國 を ら 健

體 匡 れ に  

iこ 救 す 、 て 

對 す し 沿 : 

じ る て ら  

て 好 寧 戰  

年 個 ろ 梁  

々 の 安 と  

土 學 逸 狩  

地 校 享 獵  
を ^ 樂 ビ

分 せ I を れ 分 人

.配
し
代
ベ
、双
牧
場
若
く

‘は
耕
作
地
を
交
替
せ
し
，む
る
習
慣
あ
り
し
は
®
竟
一
定
の
場
所
に
豸 

居
す
る
と
き
は
、

.®
氣
を
锁
粍
せ
し
む
る

.
«れ
.あ
6

ビ
の
尙
武
の
精
神
に
因
由
す
す
云
は
る

。

‘ 

憐
部

-̂
-0
戰
蒂
な
く
狩
獵
亦
問
散
な
る
と
き
、獅
逸
人
は
家
居
し
て
飲
酒
ビ

M

博
^
に
耽 

耕
は
、

一

切
之
を
奴
隸
に
任
じ
て
顧
み
ざ

b

き
。
婦
女
は
貞
操
に
し
て
、̂
子

も

亦
一
人
の
妻
を 

以
て
滿
足
し

•大
に
婦
人
を
敬
愛

‘せ
り
。
タ
キ
ッ
ス
が
獨
逸
人
の
眞
面

0

と
其
婦
人
の
貞
操
と 

i
美
點
な
ぅ
と
し
て
稱
揚
せ
し
は
當
時
羅
馬
の
風
俗
漸
く
颓
敗
し
て
男
女
關
係
の
淫
靡
な

b 

し
を
慨
し
て
羅
揭
人
を
反
省
せ
し
め
む
が
爲

’故

&

之
を
稱
揚
せ
し
も
の
な

6
ど
も
！§

は
る
れ 

VJ、

兎
に
角
文
明
の
爛
熟
し
て

^

女
關
係
の
亂

n

し
羅
馬
人
の
目
に
は
、»
逸
人
の
此
特
贺
が
特 

に
强
き
印
象
を
與
へ
た
る
な
る
可
し

。

hospitality 
,も
亦
猢
逸
人
の
一
美
點
に
し
て
，如
何
な
る 

^/
用
に
て
來
る
外
客
も
之

.を

.刺

.

®

し̂
て

31
*
危

«

を
保
誕
し
有
ゆ
る
家
を

|1
放
し
て

K.
歡
待 

に
力
め

^
り
き
。
苟
く
も
待
客
の
規
則
に
戾
る
行
爲
あ
れ
ば

、
■
物
を
潰
す
も
の
と
せ
ら
れ
た 

6
。
此
の
如
き

»

逸
人
の
畏
處
美
點
も
、賭
博
ミ
泥
酢
ビ
の
爲
、大
に
螯
引
せ
ら
れ
た

6
。
殊
に 

狮
逸
人
の
賭
傅
を
嗜
む
乙
と
甚
だ
し
く
、茈
の
有
ゆ
る
财
產
を
失

a
、遂
に
は
被
服
を
剝
が
れ
、結
.，
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辦

十
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六

次
に
當
時

‘の
社
會
組
，織

?:

述
べ
，む
に
、タ
キ
ツ
メ
の
時
代

U

於
て
は
、上
述
の
如

く

、«

爆
人
は

. 

旣

：に.一

處
に
定

住

し

て

.
、

復
た
水
草
を
追
ふ
て
遊
牧
.す
る
が
如
き
寧
な
か
彼
等
の
主
要 

食
物
は
ミ
ル
ク

，
チ

ト

ス

，
及
び
，肉
類
に

し

て
、平
羊
響
の
家
畜

は
I隨

て

其

の

‘
主

要

な

る

財

産

な

キ
 

家
。
彼
等
は
又
小
麥
等
の
穀
物

&

耍
せ
し
も
、
旣

記
の
如
ぐ
農
耕
は
奴
：隸
の
業
務
に
屬
せ
り
き
。
 

.

、
獨

逸
人

は
那
市
.生
«
を
奸

ま

ず
t

て
、專
ら
村
落
に
生
活
し
犮
ぅ
。

«

龠
の
_隨
結
は
強
固
な 

り
し
も
•然
も
大
小
數
首
の
；部
落
に
.分

れ
、各

部
落
應
に
.荒
地
を
隔
て

 

>
他
の
社
會

ビ
，隔

絕

し

て 

生
活
を
營
み

&
•
°
同

】

村
落
內
に
て

も
、一
家
族
は
又
他
の
家
族
と
嚴
重
な
る
區

f

設

け

て 

舉

激

を

構

へ

、各
.
自

獨

個
-0
生
：活

を@
'
み
^

:

然
し
海
等
の
各
部
落
.が
偶
の
民
族
等
と
戰

-# 

す
る
揚
合
に
，は
、大
な
る
國
體

^

結
合
す
る
の
常
な

.り
&
。

,

古
代
-獨

逸

の
II
:

.會

に

は

數

多

の

隙

級
.ぁ

5
,
た

りo 
.(

一)

國

王

は

貴

族

‘の

中

ょ
6

人
民
，'ベ

 ̂

て

邀
舉
せ
&

れ
た
4
。

：

而

しV

國
'主
を
：置
§
.

し
部
落
と
然
ら
.ざ

る

^
あ-

o

し
が
、前
翁
の
場
，合
 

に
於
て
も
、國
王
の
猶
カ
は
座

'ほ
：ど

.大
な
ら
ざ

.
6

4

:戰
.時
に

.：於
け
る

.軍
：隊

0
統
：g

權
は
下
に 

述
ぶ
る
が
如
く
國
王
：に
'獨
.せ
ず
、又
裁
'判

の

終

#

*
は
一
.
部
は
'僧
侣(

古
.代
獨
逸
：'に

は

s
ra
0
ff

,
 .
.

 

.

 

■

 
.

 

:

 

,

 

-

 

*

 .

 .

 

. 
■

. 

.

 

-

1

. 

• 

• 

. 

, 

'

0 

>
.
. 

- 

- . 

> 

、
- 

- 

- 

■

•■•
•
:
.
.

 

.

®'
-
な
く
、諸
神

'崇
拜

@

禮
式
は
俗
人
交

^

^
II
:當
办
し
と
も
云
：ふ
輝
在
，

:'
&
、他

0
一
 
部
は
‘部
落
會 

即
ち
民
會

.に
，，て

行

使

せ

ら

,^
'

た
ぅ
。
國
主
は
人
民
の
支
配
者
た

ぅ
し
ょ

り
は
寧
ろ
其
統

一
の 

代
表
潜
と
呼
ぶ
可
き
者
な

.

cv

き

0
.タ
キ
ツ
ス
は

®
玉
の
、
.制
«
を
以
て
新

./
a
に
發
生
し
た
る
ネ 

の
な
ぅ
と
稱
す
れ
ど
も
、

»
は
恐

k
ぐ
太
古
家
長
制
度
の

遺

物
な
ふ
し
な
ら
む
。

而
し
て
國

.王

. 

を
置

'か
ざ
る
部
落
即
ち
，國
象
に
て
は
民
會
が

.主

*

#
に
し
て

、
®
の

«
命
に
か

.、
る
官
輿

の
常

, 

:
! 

— 
.
. 

. 

、
 

*

設
狩
軟
府
あ
女
た

‘

°:(

_
現
在
の

.獨
逸
帝
國

«
法
上
、國
家
の
主

*
が
力
ィ
笮
グ
に
存

.？

し
，
 

F

聯
邦
參
議
院
に
在

a
を

5

せ

1)

0 (

£
貴
族

f

M

は
世
襲
の
尊
，號V 」

、

多
：分
土
地
を
多
額
：
 

に
分
：配
，.せ
ら

‘る
、
權
利
士 

.を有
せ
し
も
、政

.治
土
の
權
刹
は
，大
な
ら
ざ

ダ

き
。

嚴
：密
に
謂
へ
ば
、
 

國
王
：も
寧
、ろ
此
階
級
れ
厲
す
可
き
を
の

.尊
か

e
;す
。

.ス
タ
ッ
ブ
ス

ft
iE
0

®に
據
れ
；ば
、

貴
. ：

族
、
 

と
.成
舞
時
の
，苯

若

く

は

諸

»
の
後

#
，或
は
其
部
膂
の

*
恩
.：人

.及
び

g
l®
の
*
將
の
子
輝
即
ち 

#
襲
貴

'族

(

I
I#*b

y

議

)

&
謂
ひ

'、®
落
に
ょ

.
bて
.玉
政

.を
採
用
せ

b
は

*
寛
是
等
の

.貴
：族 

存
在
せ

^
が
爲

亦

P

と
。
'窆)

新
貴
族
以
上
へ
世
：製
貴
族
の

' 外
ら
軍
人
を
主
と
^
る
ぃ
新
貴
族
即

ち

nobility b
y

 service

ど
»
す
，可

..き
階
.級
ぁ

む

.き

.。
下
に
，述
ぶ
る

a
.
.長
'は
，其

'中
心

.に

.し
て
、漸
次

■ 

• 

• 

• 
-
. 

.― 

' 

, 

.

世
襲
貴
'族
に
代
b
、平
時
に
於
て
は
行
政
事
務
に
鞅
掌
し
部
落
が
他

^
戰
爭
す
る
場
合
に
は
、大

,('1

四丸

1

0
論

.
’魏タ
キ
タ
ス
の
觏

-れ
5古代.獨逸
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へ¥

タ
キ
グ
ス
傭
'̂
る
古
代
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一
$
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號
 

八

.

:
將
会

ses‘，cr wazeader)

を
ば
、此
階
級
の
中
ょ
り

:3
擧
す
る
の
常
な

6
き
。
此
邑
長
ど
靑
年

M

.. 

±(

c
o
l
s 

o
r 

|
3

ダ

>と
の
關
係

'は
實

'に
獨
逸
の
寧
人
氣

.質
を
發
輝
し
次
る

 ̂

多 

ぐ
は

.貴
族
の
子
弟
た
る
是
等
め

」

靑
年
猶
士
は
、各
；自
部
落
中
の

'勇
武
に
し
て

.動
功
：あ
る
邑
長
を 

S
.み
て
之
に
臣
事
し
、武

S
の
訓
練
を
受
く
る
の
常
な

6 

.
き
。
邑
長
の
方
に
て
も
、可
成
多
ぶ
の 

靑
年
勇

±
に
仕
へ
ら
る

\
を
名

#
ど
し

^
り
。：靑
年
勇
士
は
平
時
に

.は
邑
長

0
左
右
に
奉
.仕 

^
、之
と
食
卓
を
共
に
し
、戰
時
に
は

.苏
馬
前
に
戰
死
す
る
を
以
て
名
眷

€
し
、蓉
し
大
.將
戰
死
し 

て
已
れ

.生
還
す
る

乙
と
あ
れ
ば
此
上
も
な
き
恥
辱
と
せ

&
れ
た
ぅ
。
邑
長
ビ
靑
年
勇
士

 

Sを 

連

•結
し
た
る

m

益
關
係

C

に
依

て
：.

敵
.國
ょ

i

掠
し
た
る
分
捕
物
を
邑
長
の
手
ょ

i

 

等
の

.戰
士

に

分

配

す

る

事

扛

在

、

き
。
'
a
,
長

：は

奥

士

に

，
一

定

.0
俸
給
を
娜
：ふ

が

如

き

事

な

ぐ 

是
等
の
分
抓
品
と
飮
食
と
が

.其
の
武
動
に
報
る
報

.酬
な

»
pし
‘が

IK
•飲
食
物
は
充
分
记
供

A
gし 

穴
り
ど
云
ふ
。
是
等
の
靑
年
勇

-±
は
騎
兵
な

&
,
4
.
が
、此
外
邑

'0
聯
合
し
た
る
所
謂
寄
民
良
ょ 

p

'w
A

m
の

#
浜
を
國

®
に
供
給
し
、其
他
國
王
の

’召
集
せ
し
祺
隊

i
在

&
左
办
。
邑
長
ど
靑 

#
劈
士
商
の
身
上
の
關
係
崎
後
年

‘封
：建

.制
度
の
，ニ
要
素
を
成
せ
し
を
見
る

.可
し
。
此
階
級
こ 

蚤
取
ぁ
も
植

^
ず
古
代
獅
逸
入
社
會
の
中
堅
犮
ぅ
し
な
彳
。

£

®
常
自

&
民

$
§
£.
O
M

l
v
.
\ 

- 

-. 

. - 

. 

; 

f 

-

,freeman)

は
國
家
最
上
の
特
權
を
享
受
せ
ざ
ぅ
し

' も
、社
會
の
重
も
な
る

S
礎
た
る
階
級
を
成
し 

た
り
。
彼
等
は
有

.ゆ
る
政
權
を
授
與
せ
ら
れ
、每
年
の
土
地
分
配
に
際
し
て
は
一
定
の
土
地
を 

配
與
せ

.ら
れ
、之
に
伴
ふ
有
ゆ

.る
權
利

.を
有
し
た
々
き
。.

是
等
の
自
由
民

.は
：又、其
利
益

.の
相

_ 

す
.る
.：戾
會

其

他

の

.地
：方

議

會

^
も
出
席
す
る

'
•權利

.̂
，有
し
、且
平
常
武

'器
，を
佩
び
て
興

^
命

 ̂

び
名

#
を
防
衛
す
る
を
許
さ
れ
た

$
き
。

而
し
て
彼
等
は
單
獨
若
く
は
近
親
の
援
助
を

#
て
、
 

秘
鬪
を
行
ふ
事
を
も
許

3
れ
、又
戰
爭

.に
參
加

.せ
も
は
云

'̂
迄

4
な
し
。

以
上
政
權
を
有
せ
し
諸
階
級
の

^

政
權
を
有
せ
ざ
〃

る

階
級

■ニ
個
あ

5

き
。

(

六
癣
放
民

(iiberti' 

or 

f
r
e
e
d
m
e
n
)

と
は
羅
馬
の
農
奴

(
c
o
l
o
n
i
)

に
和
當
す
る
者
に
し
て

^

屋
及
び
财
產
を
所
有
し
、巾 

に
は
•
土
地
を
所
有
せ
し
者
ネ
あ

6
き
。

(

七)

純
隸
民

?

ま)

此
階
級
は
二
種
に
分
た
れ
た

h
o 

其
.一
は
單
に
穀
物
、家
蒂
、衣
類

W

幾
分
を
其
主
人
に
鈉
む
る
義
務
を
負
ひ
し
も
、各
自
の
住
宅
を 

4

へ
ら
れ
、故
な
く
主
上
ょ
り
鞭
撻
せ
ら
れ
、或
は
處
刑
せ
ら
る
、
が
如

&

事
な
か
$

き
。

此
階 

級
は
恐
ら
く
戰
爭
に
敗
れ
て
其

.±
地
を
占
領
せ
ら
れ
、元
來
自
己
の
所
有

*

6
-
し
土
地
を
，奪
は 

れ
iて
從
»

的
地
位
に
擠

S
.れ
た
る
も
の
な
ら
む
。
他
に

ft
債
偾
却
の

_

務
を
怠

h
、若
く
は
賭 

' 蕩

K

て
.
.奴
»

;.
^
:
:
«
«

し
；：

农
る
.0 
及
.cx
:M

«

;f
e
:
;
4̂
:
&
:
Q 
是
■
は

(

条

然

自 r

由
を
：
有

せ
'ず

赠
，
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十
二
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一
〇

，役
は
；服

.せ
し

'
:
純
：乎
；
^

.5

.奴

.隸

.な
り
き

':
0
簾

_
:̂
,の
；通
常
"自

*
:民
..ば

I

後

年

英

の
！T

自
由
：保
有
不

' 

.

.

.

. 

*

0

產

«
有
者』
{ぽ
？
1
1
00:
^

に
，又
解
放
民
は『

公
簿
^
'
依
る
不

.1 J
J
產
，保
：有
者』

/copy-hoider)

に
當
る 

.を
注
：意
せ
ょ)
々

E

最

後

R
古
代
獅
逸
人
の

政
治
M

織
の
單
位

は
甚
1:
c
u
s 

or 

t
o
w
n
s
h
i
p
)

な

6
。

荒

地
又

は
淼
.林
. 

其

他

天

然

の

境

.界

に

依

て
他
の
衬
落
と
：區
劃
せ
ら
れ
、年
々
の
土
地
交
換
も
此
境
界
內
に
於
て 

-

行
像
る
.
>
小

自

治

幽

に

じ
て

3
^

^
一
の
名
あ
る

所
以
な

ぅ
。

全
.部
落

#
に

於
て
選
擧
せ
、

b
吖

じ 

邑
長
マ

princeps 

o
r

^
0
6
3
3
.1
1

)

之

5:
支
配
し
、又
、材

落

自

由

民

ょ

6

成
る
邑

'會

(
m
a
r
k
-
m
o
a
t

 

or 

village 

€
o''
g
:
c
i
l

)

あ
な
き
。

是
等

»
個

の
邑
を
合
せ
た

る

もQ

を
州

(pagus, g
a
u

 

o
r

 province)

と
稱

し

き
® 

州
抵
後
年
英
國
の
聯
合
邑

(
h
u
n
d
r
e
d
)

に
似
て

百
人
の
戰
士
を
國
軍

'に

供
給
す
る
單
位
な
ぅ
‘
。
 

部
落
會
に
於

V

選
擧
せ

&
;れ
た
る
長

.官
之
を
支
配
し
、他
に
州
會

f

て
、裁

判
事
務
を

も

行
.へ
 

f
r
-
o孙
の
集
合
し
た
る
.も
の
部

^

即
ち
國

(civitas^or 

trib
e
)

を
成
す
。
部
落
に
國
王
を
置

S

し 

も
の

ビ
、
然
ら
ざ
る
も
の

_

あ

>
し
事

は
、、
旣
記
の

#

ぐ
*而

し

て

部

落

の

政

.治

の

中
心
は

實
に
部

!部
落
食
即
ち
民
俞

?
er
a
l 

assembly 

o
r 

folk-moot )

は

一

定
の
時
即
ち
新
月
或
は
滿
月
の
晚
に 

開
か
れ
、凡
べ
て
の
自
由
民
は
，武
裝
し
て
之
に
出
席
せ
し
が
、勿
論
野
天

0
會
合
：に
し
て
、坐
席
の 

區
別
な
ど
あ

.ら
ざ
：り
き
。，，

.宣
戰

'及
び
講
和
の
大

.問
題
は
此
會
合
に
於
て
決
定
せ
ら
れ
、裁
剑
■事 

'

務
及
び
國
王
或
は
曾
長

-0
選
擧
も
亦
此
會
議
の
題
自
穴

P

き
。
會
議
の
體

.裁
は
、僧
侶
先
，づ
沈 

..
默」

を

，
宣

し

、
國

王
&
長
、或
は
年
長
、家
格
、武
働
、雄
辨
等
に
侬
て
、他
を
し
て
傾
聽
せ
し
む
る
に
足
る 

資

'格
.
'ぁ：る
，

.者
-討
、論

.を

.
め̂
、其
ロ
調

.ゅ
的

、
に漭ずして

'寧
ろ
勸
說
的
な

▲
き
。
賛
成
の
場 

合

^
は
槍
ビ

：' 楣

ビ
を
打

：

鳴
ら
；し
、反
對
は
高
き
叫
徵
に
て
表

'明
せ
ら
れ
た

6
き
。
別
に
邑
長
等 

は
.1

種

‘の
.上
院
を
粗
織
轉
し
：

V
I比
較
的
小
問
題
を
決
定
し
、且
民
：會
；

R
:
.
提
出
せ
ら
る
可
き
議
®
を 

4
-準
備
し

^
办
き
。 

：

へ
.'
.

タ

キ

ッス

の
簡
單
な
る
記
：事
：は
、草
創
時
代
に
於
.け

る

チ

ユ

I

,ト

ン

，民
族
の
制
度

が

、根
本
に 

於
て
隹
，主
的
性
質
を

.帶
び
し

.こ
^
 

•
を
示
せ

.り
。

敵
國
に
圍
，ま

.れ
孝
る
武
人
の
部
落
は
、武
動
パ
に 

依

，て
摩
擧
せ
ら

.れ
、併
か

.も
人
民
の
意
思
に
依
ン
り

*

權
.威
を
狻

#

し
ぬ
る
；酋

«

^

.對

し
、擧

國」

 

致
進
む

•で
忠
勸
を
盡
す

‘に
非
ず
む
ば
、其
部
落
の
獨
立
を
保

•持
し
、其

*
狩
獵
地
及
、び
耕
地
を
確
保 

第
十
S

-2
四
九
七
} 

'論

k

み
，
キ

ク

ス

の

觀

交

十：：

溢

逸 

婼

十

ー

號ニ

r茨



幣十
‘ニ餘
' 

(
>
四
九
： <

)

論

P

タキ少スの

.觀
?:
る古代獨逸

.；，

.：

第
十

I

J

一二

す
.る

^

ど
雛
-か
P

し

な

6

。

此

の

如

く

し

て

衆

議

に

依

て

部

落

即

‘
%
國

家

の

政

'®
を
確
立
す 

.5

.
;事
は
、最
初
よ
ぅ
立
.國

上

a

も

重

要

ヒ

せ

ら

れ

'た
ち
き
。

尙
.ほ
部
落
の
.裁

判
岸
陪
審
官
列
席

の
上
.
:&
長

^
.に
^
士

-^
ヵ
^

陪
'

官̂

は

»

て

,#
年
の
：英

國

陪

.害
制
.度

(trial, b
y

 july)

の
基
礎
を

成
す
に
：至
.れ

え

；
，■-
•;
' 

;」
」

：
■
:
:
'
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